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常磐線佐貫駅駅名改称について～改称時期を延期します～ 常磐線佐貫駅駅名改称について～改称時期を延期します～

　常磐線佐貫駅駅名改称事業は、実施時期を消費税率改正時に合わせる
ことで当市が負担する事業費の大幅削減が見込まれたことなどから、平
成 29年４月１日の改称を目標に、東日本旅客鉄道株式会社（JR東日本）
のご協力のもと準備作業を進めてきたところです。
　しかし、６月１日に消費税率改正の先送りが表明され、東日本旅客鉄道
株式会社水戸支社とその対応について協議を行ってきました。
　その結果、予定のとおり平成 29年４月１日とする場合、当初見込んだ
事業費の負担を大きく上回ることが明らかとなりました。
　これまで市民の皆さんに説明してきた「事業費軽減のメリット」を得られない状況を勘案し、残念ですが、
駅名改称の時期を先送りせざるを得ないと判断しました。

　当市の玄関口である常磐線の駅名に自治体名を冠することの重要性や、期待される効果は何ら変わるもの
ではありません。駅名改称の実現に向けて、先送り後の消費税率改正時期などを改称時期の候補として、東
日本旅客鉄道株式会社水戸支社と協議中です。協議の進捗状況などはその都度お知らせします。

「道の駅」整備事業

　当市の「道の駅」は、国道６号沿い牛久沼畔を予定地として、「心に爽やかな風が吹き渡る龍
ケ崎での安らぎとにぎわいの場づくり」をコンセプトとしています。多くの人
が集う安らぎの場であり、当市の認知度アップ・地域情報の発信の場として
の機能を持ち、さらには地域資源の活用と交流により地域の元気を創る
場として、平成 31年度の開業を目指しています。
　本年度は整備基本計画策定・地質調査、管理運営調査などを実施します。

　常磐線佐貫駅周辺地域のにぎわいを創出するためには、さまざまな取り組みを効果的に実施し、相乗効果
を大きくしていくことが重要です。そのため、目指すべき方向性を共有しながら、駅名改称と同様に、当市
の将来にとって重要な「道の駅」整備事業・佐貫駅東口広場整備事業・都市計画道路佐貫３号線整備事業な
どのハード事業と、６月 27日にオープンした「駅前こどもステーション」の運営などのソフト事業をパッケー
ジ化して、引き続き佐貫駅周辺地域のにぎわいづくりに努めます。
　ここでは、主なハード事業の内容や本年度の予定などをお知らせします。

■問い合わせ：企画課地域戦略グループ☎内線 361

佐貫駅東口広場整備事業

　佐貫駅は当市唯一の常磐線の駅であり、公共交通である関東鉄道竜ヶ
崎線およびバス路線が接続する他、マイカー送迎によるアクセスなど多
様な交通手段により、多くの人が集中する場所です。その交通結節点と
しての機能向上や、当市の玄関口にふさわしい「顔づくり」のため、駅
前の環境整備を実施します。また、通勤・通学時のマイカー送迎やバス
発着などの交通による混雑の緩和も目指しています。
　本年度は測量、基本設計を実施します。

駅名改称事業

　我が国では、少子高齢化と人口減少が同時に進行しています。このため、各自治体は「住民
から選ばれる自治体」を目指した事業展開（都市間競争）を加速しています。
　当市においてもまちのにぎわいや活力を維持するため、人口流出に歯止めをかけ定住を促進
することが課題として顕在化しており、安全・安心な生活環境はもとより、買い物や医療・公
共交通などの充実に取り組んでいます。さらに、他地域に向けて当市の魅力を発信し定住を働
きかける取り組みも進めています。
　しかし、当市の認知度は極めて低い状態にあり、せっかくの魅力がなかなか伝わらない状況
にあります。そもそも認知度が低い状態のままでイメージアップ策を展開しても、その効果は
限定的と考えられます。つまり、効果的な認知度向上策が重要で、その有効な手段の一つが常

磐線佐貫駅の駅名改称というわけです。
　主要幹線鉄道の駅に自治体名を冠する
ことは、当該自治体の認知度向上に有効
と考えられます。反面、現在の常磐線佐
貫駅の名称から当市をイメージ・連想さ
れることは極めて稀です。定住を促進し
てまちのにぎわいを創出し、活性化させ
るためには、このようなソフト事業とハー
ド事業の両面にわたる幅広い事業展開が
必要と考えます。

都市計画道路佐貫３号線整備事業

　地域の活性化を目指すためには、人の流れや物流が円滑に行
われることが重要です。そのため、牛久方面との広域交通網の
充実および当市が推進する「通えるまちづくり」の一環として、
北竜台方面から佐貫駅へのアクセスの向上を図ります。さらに、
現在建設中の国道６号牛久土浦バイパス方面からの新たなルー
トにもなることから、佐貫地区への人や物の流れの誘導による
にぎわいの創出を目指しています。
　本年度は測量、道路予備設計、交通量推計を実施します。


